
環境配慮事項とねらい
DESCENTE INNOVATION STUDIO COMPLEX
緑の大地に浮かぶ環境を制御する分節屋根

建物概要
▪所在地：�茨木市彩都やまぶき 2丁目

▪建築主：株式会社デサント

▪設計者：�株式会社竹中工務店�

大阪一級建築士事務所

▪用　途：事務所

▪敷地面積：22,220.28 ㎡

▪建築面積：3,389.84 ㎡

▪延べ面積：4,307.46 ㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上 2階

▪CASBEE 評価：Aランク／BEE 値 1.5

▪重点評価：�CO2 削減 3.2／省エネ対策 3.6�

みどり・ヒートアイランド対策 2.5

【立地、周辺環境】
計画地は国際文化公園都市として開発された彩

都に位置する。周囲は鉢伏山などの緑豊かな環

境に囲まれ、隣地は研究所と集合住宅が建つ周

辺環境である。彩都西駅の開業に伴い、宅地開

発が行われ、谷状の幹線道路に挟まれた特異な

敷地形状である。

【総合的なコンセプト】
宅地造成により切り取られた元々の山なりの地形状に分節屋根を設け、背景の山並みと呼応したシルエットとすることで、周囲の景観と調和し、

スポーツ研究施設らしい躍動感の感じられる建築を目指しました。5 枚の分節屋根は日射を制御するだけでなく、ハイサイドライトから光と

風を取り込むことで、自然の中で働いているような創造的なワークプレイスを創出しました。外部環境は敷地の 67％を緑化し、敷地周囲には

塀を設けず、低木のみの境界とすることで、誰に対しても開かれた研究所の在り方を追求しました。

建物断面構成図
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